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緒 言

ア カ タラセ ミア は1947年 高原1)に よ って初 め

て報 告 され た,血 液 中の カ タラー ゼ活性 度が 正

常 人 のそ れ の約0.1%存 在 す る にす ぎな い体 質

異常 者2)で あ る.ア カ タ ラセ ミアの 半数 は歯性

進行 性壊 疸性 顎炎(高 原氏 病1))を 有す る.そ

の後,本 症 は韓 国 人 に も存 在 す る事3)が 報 告 さ

れ ている.

1961年, Aebi等4)に よ っ て,ス イ ス 人 に ア

カ タラセ ミア の存 在 す る事実 が認 め られ,ア カ

タラセ ミアの成 因 につ いて の研 究 が行 わ れた.

又,近 年(1979年)Delgado等5)に よ り,ペ ル ー

人に 日本 人 と同 じよう な高 原氏 病 を有 す るア カ

タラセ ミアが報 告 されて いる.

一 方
, Feinstein等6-7)は1964年 に放 射 線 を

照射 したマ ウス に,ア カ タラセ ミア(CsbCsb)

と共 に 同型接 合 体 ヒポ カ タ ラセ ミア(CscCsc)

を見 い出 して いる.次 いで彼 等 は,ア カ タラセ

ミアマ ウ スと正常 マ ウス とのか けあ わせ に よ っ

て得 られた異 型接 合体 の ヒポ カタ ラセ ミアマ ウ

ス(CsaCsb)の 血 液 カ タ ラー ゼ の 活 性 度 が,

日本 人 の ヒポ カ タラ セ ミア の場 合 と同 じよ う

に,そ の 両 親 で あ る正 常(CsaCsa)と ア カ タ

ラ セ ミア(CsbCsb)の 約2分 の1で あ る こ と

を見 い 出 して いる8). Feinstein等9) 10)は,又,

アカ タラセ ミアマ ウス及 び異 型接 合体 ・ヒポ カ

タ ラセ ミアマ ウスの血 中 カ タラーゼ は,正 常マ

ウス に比 べ て熱 や尿 素 に対 す る感 受性 が高 い こ

と を報告 してい る.一 方,ア カタ ラセ ミアマ ウ

ス及 び ヒポ カ タラセ ミアマ ウス の血 液,臓 器 中

の カ タラー ゼ活性 度 につ い て, Feinsteinの 用

い た過 ホ ウ素 酸 を基 質 とす る37℃5分 間ふ 置 に

於 け る カ タ ラーゼ 活 性 の 定 量 法11)は,本 来,

反 応 時 間 中 に カ タ ラー ゼ の 変 性 の あ る事 が

Aebi12)に よっ て報 告 され て い る.こ の点 か ら

考 え て,著 者 は, Feinstein法 によ るすべ ての

臓 器 カ タ ラーゼ活性 度 の測定 に於 い て,特 に ア

カ タ ラセ ミアマ ウス に存 在す る少量 のカ タラー

ゼ(残 余 カタ ラー ゼ)は, 37℃5分 ふ置で は,

過 ホ ウ素酸 とふ置 中 に変性 を生ず る点 か ら20℃

5分 の 測定 法 に変 更 す る こ とに よ って,従 来 の

測 定 法 よ りは,高 い酵素 活性 度 を示す 点 に注 目

した.そ して,こ の方 法 を用 い れ ば,ア カ タラ

セ ミア マ ウ ス のす べ ての 臓 器 中 の カ タ ラーゼ

は,従 来 よ り高い活 性度 を示 す であ ろ うと考 え

た.一 方 にお いて,正 常 マ ウ スにお いて も臓器

に よって は20℃ 測定 値 が37℃ よ りや や高 くなる
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か否 かが 問題 とされ た.従 って,ア カ タラセ ミ

アマ ウスの血 液 及 び肝臓,腎 臓,肺 臓,胃,脳,

心臓 の臓 器 中 カ タラ ーゼの 測定 と異 型接合 体 ヒ

ポ カ タラセ ミアマ ウス の血 液及 び肝臓,腎 臓 な

ら びに 胃の臓器 中の カ タラーゼ の測 定 を20℃ 及

び37℃ で行 い,正 常 マ ウス の カ タラーゼ活 性度

に対 する比 率 を従 来 の37℃ ふ置 に よる比率 に代

えて,新 た に20℃ ふ置 に よる比率 と して算 出 し

得 たので,そ の成績 を報 告 する.

実験 材料 及 び実験 方 法

[実験材 料]

マ ウス; 5～8週 齢,体 重25～35,雄 ノー マ

ル マ ウ ス(C3H/AnL CsaCsa),雄 ア カ タ ラセ

ミアマ ウ ス(C3H/AnL CsbCsb),な ら びに雄

異 型 接 合 体 の ヒ ポ カ タ ラ セ ミ ア マ ウ ス

(C3H/AnL CsaCsb)を 使用 した.使 用 した正

常 及 び ア カ タラ セ ミアマ ウ ス は米 国Oaklige

で放射 線照 射 に よ り作 られ た もので,米 国政府

の許 可 を得 て, Feinsteinよ り供 与 され た もの

であ る.異 型接 合体 ヒポ カタ ラセ ミアマ ウス は

正常 マ ウス とア カ タラセ ミアマ ウス の交配 によ

り求 め得 た.

薬 品;過 ホ ウ 素 酸,過 マ ン ガ ン酸 カ リ ウ ム

(KMnO4)は 和 光 純 薬(東 京)製 の特 級 を使

用 した.

[実験方 法]

マ ウス の眼窩静 脈 よ り毛細管 で採 血 し,抗 凝

固剤 と してヘパ リン を用 い た.臓 器 ホモ ジネ ー

ト;血 液 を採 取後,マ ウス よ り臓器 を取 り出 し,

重 量 を 測 定 後,そ の9倍 量 の 混 液[0.25

M-Sucrose, 4mM-Tris-HCl-Buffer(pH 7.4),

 0.2mM-EDTA但 し濃 度 は 終 濃 度]で,テ フ

ロ ン,ホ モ ゲナ イザ ー を用 いて ホモ ジネ ー トを

作製 した.

カ タ ラーゼ 活 性度 の測 定: Feinsteinの 測 定

法12)を 一部 修 正 して行 った.即 ち1.5%過 ホ ウ

素 酸 塩[Perborate. NaBO3 4H20,(即 ち

NaBO2・H2O2・3H2O)]に 濃HClを 加 えてpH

 6.8に 調 整 し た も の3.2mlに0.6mlの1/15M

 sodium phosphate buffer(pH 6.8)を 加 え た

もの を基 質 と し, 0.2mlの 酵素 液 を加 え た.こ

の混液 を20℃ 及 び37℃ で溶 血液 と肝 ホモ ジ ネー

トを30秒, 1分, 2分30秒,及 び5分 間そ の他

の臓 器 ホモ ジ ネー トは5分 間各 々ふ 置 して過 ホ

ウ素 酸 と反 応 させ た後, 2N H2SO4と30%の 三

塩 化 酢 酸 の(3:1)混 液 の4.0mlを 加 えて 反

応 を停 止 させ た.そ して残 存 す る過 ホ ウ素 酸量

を0.05N-KMnO4で 滴定 した.

酵 素液 と して,正 常 マ ウ ス の場 合 は250倍 稀

釈 の溶 血液 を使 用 し,又 アカ タ ラセ ミアマ ウス

の場合 は10倍 稀 釈 の溶血 液 を共 に上 述 の ごと く

0.2mlで 使 用 した.そ の 際正 常 マ ウ ス は アカ タ

ラセ ミア マ ウスの1～5倍 に希 釈 して基 質 を加

えた後 に測定 を行 った.

血 液 な らびに各臓 器(脳,心 臓,肺 臓,肝 臓,

腎臓 な らびに 胃)の ホモ ジネー ト中の カ タラー

ゼ の比 活 性 度 の 算 出 は分 解 さ れ たNaBO3の

mg当 量 をPerborate Unit(PU)と 決 め,血

液 はPU/g Hbで 示 し,臓 器 はPU/g・ 湿 重 量

で そ れぞ れ示 した.

ヘ モ グ ロ ビ ンの 定 量; Van Kampen-Zijlstra

液(シ ア ンメ トコ ンク;武 藤 化 学 薬 品株式 会 社

製)を 用 い生 成 した メ トヘモ グロ ビ ン濃 度 を分

光 光 度 計(日 立 製139型UV-VIS)を 用 い て

Acuglobinを 標 準 液 と して, 540nmで 測 定 し

た.

実 験 結 果

1.溶 血 液 のふ 置時 間 に とも なう カ タラ ーゼ活

性度;

① 正 常 マ ウ ス溶 血 液; Fig1-Aに 示 す ご と く

37℃ 及 び20℃ で 測定 した場合 の カ タ ラーゼ比 活

性 度 では, 37℃ の測 定成 績 が20℃ の それ よ りや

や 高 い傾 向に あ った.

② ア カ タ ラセ ミアマ ウ ス溶 血 液; Fig1-Bに

示 す ご と く, 20℃ にふ置 した場 合 の比 活性 度 は

37℃ のそ れ に比 較 して, 30秒 以 後 は 明 らか に高

か った.即 ち37℃ に於 い て, 30秒 ふ置 以後 で は,

カ タラー ゼの比 活性 度 は あ ま り増 大 せず,カ タ

ラー ゼの非 動化 が 生 じて い た.こ れ に対 し, 20℃

ふ 置 で は30秒 以 後 も時 間 に と もな っ て,カ タ

ラー ゼ の 比 活 性 度 は 明 らか な増 加 を示 した.

従 って,正 常 マ ウ スな ら びア カ タラセ ミアマ ウ

ス溶血 液 の比 活性 度 の差 異 は,ふ 置 時 間 と共 に

増 大 し,そ の結 果 ア カ タ ラセ ミアマ ウ スで は
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Fig 1. Catalase activity in hemolysate of normal and acatalasemic mice measured at 20℃ and

 37℃.

Fig 2. Catalase activity in liver homogenate of normal and acatalasemic mice me-asured at 20℃

 and 37℃.

37℃ ふ置 後 の測 定法 よ りも20℃ ふ置 の それの 方

が比活性 度 の高 い こ とが認 め られた.

2.肝 ホモ ジ ネー トのふ 置時 間 に とも な うカ タ

ラーゼ活性 度;

① 正常 マ ウス肝 ホ モ ジ ネー ト;正 常 溶血 液 と

ほぼ同様 の成績 であ った.そ してい ずれ のふ置

時 間にお いて も, 37℃ ふ置 後 の比 活性 度 は20℃

ふ 置後 の そ れよ りもやや高 か った(Fig2-A).

② アカ タ ラセ ミア マ ウス肝 ホ モ ジネー ト; 20℃

にふ置 した場 合 の カ タラーゼ の比活 性度 はふ置

30秒 以 後 は明 らか に時 間 と共 に増加 した.一 方

37℃ では,ふ 置30秒 以後 はカ タラー ゼの比 活性

度 が,あ ま り増 大せ ず ア カタ ラセ ミアマ ウス の

溶 血液 の場 合 と同様 に,カ タラーゼ の非動 化 の
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Table-1. Catalase activity in the blood and the solid organs of normal, heterozygous hypoca

talasemic and acatalasemic mice with male sex measured by Perborate unit after in

cubation at 20•Ž and 37•Ž.

normal male mice C3H/AnL CsaCsa
acatalasemic male mice C3H/AnL CsbCsb
heterozygous hypocatalasemic male mice C3H/AnL CsaCsb

a) A Group; Cat Act at 37℃ ＞Act at 20℃

b) B Group; Cat Act at 37℃ ＜Act at 20℃

傾 向 を認 めた(Fig2-B).

こ れ らの成 績 を総括 して,ア カ タ ラセ ミアの

残 余 カ タラー ゼ は,過 ホ ウ素酸 と37℃ でふ 置 中

に正常 マ ウス の カ タラーゼ よ りも変 性 しや す い

こ とが認 め られた.従 って,血 液及 び臓 器 中 の

カ タラーゼ 活性 度 は, 37℃ でふ 置後 測定 す る こ

とよ り20℃ ふ置 後 で測定 す る必 要 があ る と結論

され た.

3.正 常 マ ウ スにお け る各種 臓器 中 の カ タラ ー

ゼ活性 度;

脳,心 臓,肺 臓,肝 臓,な らび に胃ホ モ ジネ ー

トの カ タ ラー ゼ 活 性 度 を37℃ 及 び20℃ で測 定

し,比 較 検 討 を行 った.そ の 結果[Table-1]

に示 され る ごと き成 績 を得 た.即 ち,血 液,肝 臓,

胃な らび に心 臓(A群 臓 器)に お い ては, 37℃

で ふ置 した方 が20℃ で のそ れ よ り もカ タラー ゼ

活性 度 は高 く,ま た腎臓,脳 な らび に肺 臓(B

群臓 器)に お いて は20℃ ふ置 の 方 が37℃ での そ

れ よ り も高 く,臓 器 別で は,腎 臓 で は中等 度 に

高 く,脳 な らびに肝臓 は,や や高 い活性 度 を示

した.

4.ア カ タラセ ミアマ ウ スに おけ る各種 臓 器 中
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Table-2. Results of(t)test of difference in catalase activities measured by 37℃ and those

 20℃. (n=4)

*=P<0.05, **=P<0.01, [W; Welchの 検 定] F検 定 に よ り両 群の標 準偏 差

の カタ ラー ゼ活性 度;

脳,心 臓,肺 臓,肝 臓,腎 臓,な らびに 胃ホ

モ ジ ネー トの カタ ラーゼ 活性 度 を37℃ 及 び20℃

で 測 定 して 比 較 検 討 を行 っ た(Table-1).そ

の結 果2種 の温度 によ る測定 値 にお いて,脳,

心臓,肺 臓,肝 臓,腎 臓,な らび に胃の すべ て

の臓 器 にお いて, 20℃ の 測定 成績 は37℃ の それ

よ りも明 らか に高 か った(Table-1).

そ して20℃ と37℃ の測 定値 の差 異 につ い て統

計的 な検討 を行 っ た成績 で は,ア カ タラセ ミア

マ ウスで は, 20℃ の測 定値 が37℃ の それ よ り有

意 に 高 い(P<0.01)こ と が 認 め ら れ た

(Table-2).

以上 を総括 した結果,ア カ タラセ ミアマ ウス

カ タラーゼ の20℃ の 測定値 の方 が37℃ のそ れ に

比 べ て真 のカ タ ラー ゼ活性 度 に近 い ことが推 定

され た.

5.各 種 臓器 中 の カ タラー ゼ活 性度 の ア カ タラ

セ ミア マ ウス と正 常 マ ウスの比;

前 項 の成 績 を用 いて,ア カ タラセ ミアマ ウス

の各臓器 と正常 マ ウス の対 応 す る臓 器 との比 を

37℃ 及 び20℃ で 測定 した.そ の前者 では従 来 の

37℃ の活性 度 に比べ て, 20℃ で測定 した活 性度

がいず れ も高 い値 が 得 られ た(Table-3).
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Table-3. Ratio of catalase activity in the blood and the solid organs of normal, heterozygous 

hypocatalasemic and acatalasemic mice with male sex which are measured by perborate 

method after incubated at 20•Ž and at 37•Ž for 5 minutes.

即 ち, 20℃ の測 定 によ る活性 度比 は, 37℃ の

測定 に よる活性 度 比 よ り も,真 の カ タ ラーゼ活

性 度 の比 に近 い値 を示 してい る と考 え られる.

個 々の組 織 につ いて調 べ てみ る と,ア カ タラセ

ミアマ ウス の血 液 カ タラーゼ の正常 マ ウスの そ

れ に対 す る比 率 は, 37℃ で は2.0%, 20℃ で は

4.3%で あ る.又 肝臓 に お け る比率 は, 37℃ で

は16.4%, 20℃ で は65.7%を 示 した.そ して20℃

にお いて,測 定 した臓 器 中の カ タラ ーゼ活性 度

の ア カ タラ セ ミアマ ウ ス と正 常 マ ウ ス と の比

は,上 述 の臓器 の他 に,腎 臓 にお ける比 率 で は,

 15.6%,肺 臓 におい て は69.9%,胃 にお いて は

33.7%,脳 にお いて は30.0%な らび に心臓 にお

い ては31.8%を 示 した.

6.ヒ ポ カ タラセ ミアマ ウス の血液 及 び各種 臓

器 の カ タラ ーゼ活性 度 な らび に正 常 マ ウス

との比;

ヒポ カ タラセ ミアマ ウスの血 液 及 び臓器 ホモ

ジ ネー トの カ タラーゼ 活性 度 を37℃ 及 び20℃ で

測 定 した.

そ の結 果,正 常 マ ウス の2種 の温 度 に よる測

定 値 で は,血 液及 び肝臓,胃 におい て は37℃ ふ

置 の測 定 で は, 20℃ のそ れ よ り も高 く,腎 臓 で

は20℃ ふ 置測定 の 方 が高 か った.一 方 ヒポ カ タ

ラセ ミアマ ウス にお いて は,血 液 及 び肝 臓,腎

臓 な ら びに 胃に おい て は, 20℃ の測 定値 が37℃
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の そ れ よ り も や や 高 い こ と が 認 め ら れ た

(Table-1).そ して統 計 学 的 に も20℃ の 測 定

値が37℃ の そ れ よ りも有意 に高 い(p<0.05)

ことが認 め られ た(Table-2).又,腎 臓 で は,

 20℃ と37℃ の比 は,正 常 マ ウスよ りヒポ カタ ラ

セ ミアマ ウス の方 が やや高 か った.

そ して, 20℃, 37℃ の いず れのふ 置温 度 にお

ける測定 値 も,各 々の温 度 に おい て正常 マ ウス

の測定値 とア カ タラセ ミアマ ウス の測定 値 の中

間 を示 した(Table-1).

そ して ヒポ カ タラセ ミアマ ウス の20℃ ふ置 の

測定値 の正常 マ ウス のそ れ との比率 は,血 液 で

は47.3%,肝 臓 で は95.0%,腎 臓 で は36.6%な

らびに 胃では44.9%を 示 した(Table-3).

ヒポ カ タラセ ミアマ ウスの 固体数 が,比 較 的

限 られ て いた の で正 確 を期 して 本 論文 で は,肝

臓,腎 臓,胃 な らび血液 の み を対 象 と しての 測

定値 を記 入 した.

考 察

無 カ タラーゼ血 液 症マ ウス(ア カ タラセ ミア

マ ウス)を 用 いて,カ タ ラーゼ 活性 の低 い生体

の環境 への感 受性 や カ タラーゼ の生 理的意 義 を

明 らかにす る私 共 に よる一連 の研 究 が行 われ て

いる.特 にア カ タラセ ミアマ ウス には,血 中 メ

トヘ モ グ ロ ビ ン濃 度 の高 い事 実13)が 認 め られ,

また金属 水銀 をア カ タラセ ミアマ ウス に暴 露 し

た際 に,未 酸 化 の金 属水 銀が 動脈 血 液中 に残留

し,脳,肝 臓,胎 児 に蓄積 す る傾 向 の強 い こと

が14)認め られ た.

これ らの事 実 を,カ タラーゼ 活性 度 との量 ・

影響 関係 よ り明 らか にす るた めに は,ア カタ ラ

セ ミアマ ウス の臓器 中カ タラーゼ の活性 度 を よ

り正確 にする必 要 が認 め られ た.本 研究 は,こ

の 目的の ため に設 定 され た もので あ る.

ア カ タ ラセ ミアマ ウ ス の カ タ ラーゼ 活 性 度

は,種 々の 変性 剤(尿 素,塩 酸 グアニ ジ ン, SDS,

 LIS等)に 対 す る耐性 が 正常 マ ウス のそ れよ り

低 い ことが報 告 されて い る9) 10).こ の事実 は,

アカ タラセ ミアマ ウスの カ タ ラーゼ は正常 マ ウ

スのカ タ ラー ゼ よ りもサ ブユ ニ ッ トに解離 しや

すい性質 を もって いる こ とを示唆 して いる.更

に,ア カ タラセ ミアマ ウス の カ タラーゼ は,正

常 の それ よ りも熱 に対 する耐 性 が低 い点 か ら,

従 来 の37℃5分 間ふ置 後の定 量 で は,過 ホ ウ素

酸 と の ふ 置 中 に 過 ホ ウ素 酸 に よ る 活 性 の 低

下12)が 推 定 さ れ る.そ して本 実 験 で は,ア カ

タラセ ミアマ ウスの血 液,肝 臓,腎 臓 の み な ら

ず,す べ ての臓器 中 の カタ ラー ゼ は,こ の よう

な性 質 を もっている こ とが 認め られた.更 にこ

の点 に注 目して20℃ ふ置法 を用 い てア カ タラセ

ミアマ ウスの臓 器中 の カタ ラーゼ の活性度 と正

常マ ウス の カタ ラー ゼ活性 度 に対 す る真 の比 率

を新 た に 算 出 した(Table-3),そ の値 は脳 で

は30.0%,心 臓 で は31.8%,肺 臓 では69.9%,

肝臓 で は65.7%,腎 臓 で は15.6%,胃 で は33.7%

を示 した.尚,正 常 血 液 カ タラー ゼ につ い て

Aebiら12)は, 20℃ の 測定 値 が37℃ よ りも わず

か に高 く,我 々の成 績で は, 37℃ の 測定値 が20℃

の そ れ よ り もわず か に高 い こと が認 め られ た

が,こ の差 は材 料,及 び測定 誤差 の範 囲内 と考

え られ る.

一方 にお いて
,カ タラー ゼ活性 度 の測定 と し

ては,過 ホ ウ素酸 に おいて, 37℃ に おけ る短時

間ふ置 の測定 値 を用 いる可 能性 もあ る.即 ち,

 37℃1分 間 の血液 及 び肝臓 の測定 値 で は(ア カ

タ ラセ ミアマ ウス/正 常マ ウス)比 よ り20℃5

分間 の(ア カ タ ラセ ミアマ ウス/正 常 マ ウ ス)

比が,ほ ぼ等 しいか やや高 か った.し か しなが

ら, 1分 間ふ置 後 の測定法 はふ置時 間 を正確 に

計測 す るのが,や や困難 で あ った.従 って,本

法 に くらべて 多数 の試料 を用 い る実 験 で は, 5

分 間ふ置 の測定 方法 はふ置時 間 に対 す る誤 差が

少 ない ので, 20℃5分 間の ふ置法 を使 用 した.

過 酸化 水 素 に よ る37℃ の測 定 法15)と の比 較

につ いて は以 下 の如 く考 え られる. 1分 間以 内

の カタ ラーゼ によ る過 酸化 水素 の消 費量 を一次

反 応 と して 反 応常 数(Cat・k)で 求 めた 成績

で は,本 法 に よ ってア カ タラセ ミアマ ウス の血

液 を除 く臓 器 ホモ ジ ネー トと正常 マ ウスの対 応

す る臓器 ホ モ ジネー トとの比 率 は,今 回 の実験

による20℃ で測定 した過 ホ ウ素 酸 に よる活性 度

よ り求 め てい たカ タラー ゼ活性 の比 率 と,ほ ぼ

等 しいか やや高 か った.し か しなが ら溶血液 の

カ タラー ゼ活性 度 の測定 に際 しては,共 存 す る

ヘ モ グ ロ ビ ンの 影 響 が 問 題 と な る.即 ち,
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Keilin等16)に よ れ ば,高 濃 度 の過 酸化 水素 で

は,ヘ モ グ ロビ ン をメ トヘ モ グロ ビ ンに変化 さ

せ る.そ して生 成 した メ トヘ モ グ ロ ビンは,カ

タ ラー ゼ様 活性 に よ り過 酸化 水素 を消 費す る.

そ の際 の メ トヘ モ グ ロ ビ ンのMichaels定 数 に

対応 す る過酸 化水 素 の濃度 はカ タラー ゼの そ れ

よ り高 い とい う緒 方 らの報 告17)が ある.従 っ

て,過 ホ ウ素 酸 よ り,徐 々 に解離 され る低濃 度

の過酸 化 水素 に基 づ くヘモ グロ ビ ンの,酸 化 後

の メ トヘ モ グ ロビ ンによ る非 特異 性 の過 酸化 水

素 分解 反応 は,よ り高 い過酸 化水 素濃 度 を基 質

とす る過 酸 化 水 素 法15)よ り,比 較 的少 な い値

を示す と考 え られ る.

従 って,ア カ タラセ ミアマ ウス血 液 中 のカ タ

ラーゼ の活性 度 の測 定 には,過 ホ ウ素酸 を基 質

と した方 が,よ り正確 と考 え られ る.こ の点 に

関 して,ヘ モ グロ ビ ン標 品 に よる実 験(湯 浅 及

び緒 方 とのPersonal communication)で は,

過 ホ ウ素 酸 を基質 とす る方 が過 酸化 水素 を基 質

とす る場合 よ り,共 存 する メ トヘモ グロ ビンに

基 づ く非酵 素 的反応 が,よ り低 い こ とが ほぼ認

め られて いる.詳 細 は今 後 これ らの共 同研 究者

と共 に,さ らに研 究 を進 め る予 定 で ある.

異 型接 合体 ・ヒポ カ タ ラセ ミアマ ウスの カ タ

ラー ゼ活 性 度 に つ い て(20℃ ふ 置 後 測 定 値/

37℃ ふ置 後測 定値)の 活性 度比 が正 常マ ウスの

活性 度比 とアカ タ ラセ ミアマ ウス の活性 度比 の

中間 を示 した.こ の成績 は,又,熱 等 に対 する

性 質 が正 常 カ タ ラー ゼ とア カ タ ラセ ミア カ タ

ラー ゼの 中間 を示す と推 定 され る.こ れ らのこ

と を更 に 明 らか に す る に は, Aebi等 が ス イス

の ア カ タラセ ミアで 行 った様 に,正 常 マ ウス及

びア カタ ラセ ミアマ ウスの カ タラーゼ につ い て

hybrid生 成 実 験 を行 い,こ の よ うに して生 成

した両 種 カ タ ラー ゼ のhybridと 異 型接 合 体 ヒ

ポ カ タラセ ミア のカ タラ ーゼ との等 電点 を比 較

す る こ とが必要 で あ ると考 えられ る.こ の点 に

関 しては,今 後 共 同研究 者 と共 に検 討 を進 めた

いと考 えて い る.

結 論

正常 マ ウス及 び アカ タラセ ミアマ ウス及 び異

型 接合 体 ヒポカ タ ラセ ミアマ ウ スの溶 血液 中及

び臓器 ホ モ ジ ネー ト中の カ タ ラー ゼ活 性 度 を過

ホ ウ素酸 を基 質 と して各 種 の温度 でふ置 後 測定

し,以 下 の成 績 を得 た.

1)正 常 溶血 液及 び肝 ホモ ジ ネー トで は, 37℃

及 び20℃ で測 定 した 場 合 の カ タ ラー ゼ 活 性 度

は, 37℃ の それ が20℃ のそ れ よ りや や高 い傾 向

に あ った.こ れ に対 しアカ タ ラセ ミアマ ウス の

血 液 な ら びに肝 ホモ ジ ネー トで は,ふ 置 時 間30

秒 以 後 にお いて は, 20℃ にふ 置 した場 合 の カ タ

ラーゼ活 性度 は, 37℃ の そ れ よ りも明 らか に高

く,そ の差 異 はふ 置時 間 と と もに大 き くな った.

そ れゆ え,ア カタ ラセ ミアの残 余 カ タ ラーゼ は

過 ホ ウ素 酸 と20℃ で ふ置 した場 合 よ りも, 37℃

でふ 置 した方 が変性 し易 い こ とが推 定 され た.

2) 20℃ と37℃ でふ置 した アカ タ ラセ ミアマ ウ

ス の臓器 中 の カタ ラーゼ の活性 度 の比(20℃ ふ

置 の測定 値/37℃ ふ 置の 測定 値)は, 1.29倍 か

ら3.30倍 の範 囲 であ り,前 者 の活 性 度 は後者 の

そ れ よ り統計 的 に有 意 に高 か った.

3)従 来,ア カ タラセ ミアマ ウス と正常 マ ウ ス

の臓 器 カ タラー ゼ活性 度 の比 率 は, 37℃ 測定 値

で行 われ てい た.今 回,ア カ タラセ ミアマ ウ ス

につい て20℃ ふ置 後 の測 定 に よる活性 度 と正 常

マ ウス の20℃ ふ置 後 の測定 値 に対 す る活 性度 に

対 す る比 率 は,真 のカ タ ラーゼ活 性 度比 に近 い

と考 え られる.こ の 値 は,従 来 の37℃ 測 定値 に

よる比 率 よ り明 らか に高 く,血 液 で は4.3%,

脳 で は30.0%,心 臓 で は31.8%,肺 臓 で は

69.9%,肝 臓 では65.7%,腎 臓 で は15.6%,胃

で は33.7%を 示 した.

4) 20℃ でふ置 した異型 接合 体 ヒポ カ タラセ ミ

アマ ウス の血 液 及 び臓器 中 の カ タラー ゼ活 性度

と, 37℃ で ふ置 した カ タラーゼ活 性 度 との 比 は,

 1.09倍 か ら1.70倍 の範 囲 であ った.こ の ヒポ カ

タ ラセ ミアマ ウス の各臓 器 の活 性 値 の比 は, 2

種 の温 度 のふ 置 にお ける正 常 マ ウス とアカ タラ

セ ミアマ ウス の活性 度 比 の中 間 を示 した.

そ して ヒポ カタ ラセ ミアマ ウス の20℃ ふ 置後

に測定 した活性 度 と正 常 マ ウス の20℃ ふ置後 の

活 性度 との比 率 は,真 の カ タラーゼ 活性 度 に よ

る比 に近 い と考 え られ る.こ の正常 マ ウス に対

す る比 率 は,血 液 で は47.3%,肝 臓 で は95.0%,

腎 臓 で は36.6%,胃 で は44.9%を 示 した.
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Activity and stability of catalase in the organs of acatalasemic

 mice-Comparison of activities at different incubating temperatures

 by the perborate method
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 2-5-1 Shikata-cho, Okayama, Japan.

(Director: Prof, M, Ogata)

Catalase activities in the organs of normal, acatalasemic and heterozygous-hypocatal

asemic mice were determined after the tissues were incubated with perborateat different 

temperatures.

Catalase activity in the normal mouse hemolysate and liver homogenate measured after 

being incubated with perborate at 20•Ž for 5 min. was slightly lower than that measured at 

37•Ž. In contrast, residual catalase activity in acatalasemic mouse hemolysate and liver 

homogenate measured at 20•Ž for 5 min. was markedly higher than that measured at 37•Ž, 

suggesting that residual catalase in the acatalasemic mouse blood and liver is inactivated dur

ing incubation with perborate at 37•Ž for 5 min.

Catalase activity in the bloodand solid tissues of acatalasemic mice measured at 20•Ž was 

1.29 to 3.30 times as high as that measured at 37•Ž.

The ratio of catalase activity in the blood and solid tissues of acatalasemic mice to that in 

normal mouse tissuesincubated with perborate at 20•Ž for 5 min. was calculated to be 4.3% in 

blood, 65.7% inliver, 15.6% in kidneys, 69.9% in lungs, 33.7% in stomach, 30.0% in brain and 

31.8% in heart.

Catalase activity in the blood and solid tissues in heterozygous hypocatalasemic mice me

asured at 20•Ž was 1.09 to 1.70 times as high as that measured at 37•Ž. This ratio of catalase 

activity in the heterozygous hypocatalasemic mouse tissue incubated at 20•Ž to the activity of 

tissue incubated at 37•Ž is between the ratio of normal mice and that of acatalasemic mice. 

The ratio of catalase activity in the blood and solid tissues of heterozygous hypocatalasemic 

mice to the activity in the corresponding organs of normal mice measured at 20•Ž for 5 min. 

was calculated to be 47.3% in blood, 95.0% in liver, 36.6% in kidneys, and 44.9% in stomach.


